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死さえ逃げるイエスさま (ルカ8:49-56)
　世の中で一番恐ろしいものと言えば何でしょうか。また、違う言葉で言いますと世の中で一番強いもの、敵なしのものと言えば何でしょうか。皆さんは何が一番強いもので、何が一番恐ろしいのでしょうか。いろいろ思い浮かぶものがあるでしょう。また人によって若干、違いがあるかもしれません。でも、一番恐ろしいもの、一番強い強敵と言いますとそれは死ではないでしょうか。死に勝てるものは世の中に存在しません。どんなに偉い人間でも、どんなに大金持ちでも、どんなに頭の良い博士であっても、才能のある専門家であっても死の前では皆負けます。ギブアップです。それほど死の力というものはもっとも強いものであり、皆が死の前にひざまずいてギブアップするしかない強敵でもあります。そして、ある意味、私たち人間は死の力、死の勢力に捕らわれて人生を生きているとも言える者です。残念ながら多くの人が人生に耐えきれなくて自分で命を絶ってしまう場合があります。それは死が怖くないからではありません。ある人は死ぬことが怖くて、怖くて恐怖を覚えて死なないためにもがいて頑張る人もいます。両方とも結局は死の力に捕らわれて奴隷になって束縛されて生きている者ではないでしょうか。死というものは長く説明しなくても「そういうものだね」とわかります。私たちが意識をしないで生きるとしてもそういうものです。
今日、聖書を見ると、イエスさまが１２年間の長血の病気の人を治されたときは、ある会堂管理者からお願いされて、そこの娘が重病にかかっているので治してほしい、来てほしいと言われていく途中にそれがありました。１２年間、不治の病を患っている女性を治されたときに会堂管理者の家から人がやってきて言いました。「もうあなたの娘さんは病気ではなくて死んでしまいました。それゆえ、イエスさまがわざわざ治療のためにあなたの家にまで来られる理由などは無くなりました。だから、煩わすことはしないようにしてください」と報告しました。会堂管理者はそれまで一つの希望を持っていたのですが「死んだ」という知らせを聞いて、たぶん絶望しがっかりしたと思います。そこでイエスさまは普通には理解できないお話をされました。「恐れないで、怖がらないで、がっかりしないで、ただ信じなさい。そうすれば娘は治ります」と。今、死んだと言っているのに治るとおっしゃっています。どうしてもある意味理解できません。それでイエスさまが家まで来られて遺体のある場所に入られました。そのときも何かの理由があって３人の弟子と両親だけを連れて部屋の中に入りました。そして、入るときに娘がもう死んでしまったので周りの人や家族、親戚の方々がその娘のために泣いて悲しんでいました。それが死というものでしょう。死の前では皆、泣いたり悲しんだり絶望したりします。だれでもそうです。そこでイエスさまはまた理解できないことをおっしゃいます。「泣かなくてもよい。死んだわけではない。今、眠っているだけです」と。娘の死はたぶん、死んだかどうかを確認できる人が来て確認したと思います。今であればお医者さんが確認したり、医学的にもいろいろな方面から死んだということが確認できています。それにミスがあったわけではありません。それなのにイエスさまは「死んだのではなく眠っている」とおっしゃいました。イエスさまにとっては眠っているのです。それは泣いている人にとっては理解できないことです。それで、こう書いてあります。人々は娘が死んだことを知っていたのでイエスをあざ笑っていたと。悲しんで泣いていて、そしてイエスさまの話にはあざ笑う状態でした。ある意味、当然かもしれません。たぶん、死ぬ前に来て何とかすべきだったのに、その間に12年の病気の人とやりとりをするために時間を取られたのかどうかわかりませんが間に合いませんでした。それが申し訳なくてイエスさまはこのような表現、お話をしているのだろうと思っていたと思います。それであざ笑っていました。しかし、イエスさまは人が聞くときにはどうしても理解できない、納得できない、おかしな話だったのですが、そのおっしゃったとおりになさいました。だから、結果を見ると「おかしいな。理解できない」と思っていたほうが逆におかしかったのです。それでイエスさまは死んでいる娘の手を取って叫ばれました。「子どもよ。起きなさい」すると、娘の霊が戻って、つまり、いのちがまた生き返って娘は立ち上がりました。それで両親に「娘に食事をさせなさい」とおっしゃったとあります。両親はものすごく驚きました。そのときイエスさまは「このことは今はだれにも何も言うな」とおっしゃいました。たぶん、弟子達３人だけを連れて入ったというのも、今は噂になることは都合が悪いという理由があったと思います。
そのような出来事が今日の箇所に書かれています。私たち人類が、人間だれでも一番怖がり、手に負えず私たちが運命とも言っている強敵、一番強い力を持つ死、これが地球上、一番強い強力な力を持つものです。それをまず私たちが踏まえてこの聖書の箇所を見ないといけません。もちろん、悪霊にとりつかれて大変な思いをしている人間も同じです。１２年間の不治の病を患っているとそれも結局同じことです。でも、それを全部総合して、その中でも一番不可能な、一番強敵は何かと言うと死の力です。それをまず認めてだれも何をしても、どんなすごい理論でも、どんなすごいものでも、どんな技術でも、どのような才能でも死の力の前では無力です。それほどの力をふるっているものが死ではないでしょうか。ですから、こっちにしてもあっちにしても人類は全員、死の力の捕虜になって人生を生きている者です。イエスさまがその死に向かって命じられました。結局、今日の箇所はそのような恐ろしい力を持っている死でさえイエスの前では逃げ去っていったという話です。つまり、イエスの前では死の力もひざまずいてギブアップしてしまったということです。いったい、イエスはどのような方で、イエスはどれほどの力を持つ偉大な方なのかという話です。私たちはたくさん聞いてよくわかっているから普通に考えるかもしれません。でも、よくよく考えてみるとイエスさまのお話は全部おかしいのです。しかし、そのとおりになりました。イエスは普通のだれかと同じ方ではありません。イエスの前では死の力でさえ逃げていく、震えて屈服するようになったということです。最高に人を捕えて、人を絶望の淵に引き落としてしまう死の力、その死の力もイエスの前では震えていたというのが今日の聖書の証言です。
この聖書の箇所をとおして、今週私たちが神様からいただくべき第１のメッセージは「イエスの前では絶望はありません」ということです。最高の絶望をさせる力、死でさえイエスの前では屈服し、その力が打ち砕かれて逃げていくようになりました。その最高の絶望が崩れていくとなれば、そのあとの他の内容は何もないのではないでしょうか。それがメッセージです。イエスの前で絶望などはありえません。死の力でさえ屈服して逃げ去るイエスさまでありますので、私たちがこの人生を生きているときに私たちの判断で人間の能力や力を基準にして見たときには絶望せざるをえない状況がたくさんあります。特に今日は１年前、日本に今までなかった大きな災害がやってきて、多くの人が絶望の淵に引き落とされいまだに回復していません。だから、復興のためには様々な問題がありますが、いろいろな計画を立てて頑張っています。それが順調に進んだとしても、だからといって絶望から脱出できるわけではありません。想像もできなかった、今まで予想していたすべての計算をはるかに超えた問題がやってくる場合があります。個人的には差がありますので
他の人が見たときには小さな問題でもその人の手には負えない、そして、その人が絶望に陥るような問題はいくらでもあります。家族の中でこれはだめだと思うような状況、経済的な面において、健康の面において、自分の将来を考えたときに絶望的になるしかない状況などにたくさん遭遇しながら人生を生きています。ときには皆が心からそう思います。「最悪だ。最悪な状況だ」と絶望のため息のような状況でしょう。しかし、死の力でさえイエスの前では震えて打ち砕かれ逃げて行ったとなれば、私たちが見たときには、ニュースでは専門家のコメンテーターがいろいろなことを言っているでしょうが、また希望的な話をするのも全部ごまかしみたいなものが多いのです。私たちはそのようなことで絶望したり、希望を抱いたりするのではなく、イエスの前ではどんなに最悪な状況でも、どんなに絶望的な状況でも絶望はありません。イエスは死の力でさえ打ち砕いてしまいました。残念ながら教会に通っている人の中でも絶望する人がいます。何かの理由で、何かの状況の中で、家族に問題が起き、自分自身に病気が襲いかかってきて、自分が計画していることがつまずいてしまったなど様々なことによって絶望しています。大変かもしれません。でも、今日、神様からのメッセージを心にしっかりと刻みましょう。世の中の人が何と言おうが、どんな反応を示そうがイエスの前で絶望はありません。残念ながら芸能人の方々もその他にもたくさんあります。今、自殺する人が交通事故によって死ぬ人より多いようです。ニュースで出ているのは有名な芸能人しかないのですが、それは氷山の一角でしょう。それが最近は珍しい話ではなく普通の話のようにニュースから流れています。彼らがそのような道を選択したというのは彼らなりには絶望的な状況に捕らわれてそうしてしまったと思います。でも、私たちははっきりと握って告白しなければいけません。どんな状況でもイエスの前では絶望はありません。そういう意味では地球の歴史が終わるまでは、その人の人生の最後が訪れてくるまでは絶望というものはありません。なぜかというと、イエス・キリストは地球の歴史が終わるまで生きて働いておられる方だからです。これは特別な話のように私たちは記憶しているかもしれませんが、あるインドの青年が何かの理由で絶望し死んだ方がましだと思い、一番楽に死ねる方法を考えて線路に頭を置いて電車がそこを通ると痛みなどを感じることなく一瞬で終わりになると思ってそのような体勢をとっていました。死ぬことを待っていました。絶望は人間をだめにします。そのとき、風に吹かれて一枚の紙が彼の顔に付きました。何なのかとイライラしながらその紙を見ると「すべて疲れた人、重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」と書いてありました。聖書の言葉、イエスさまの招きの御声でした。それを見て彼は「そうか。今まで聞いたことがない」と思い教会を探しイエスさまの話を聞いて、自分が絶望するようになったのは絶望感に捕らわれるしかない状況があったからではなく、このすべての絶望が逃げ去る真の希望であるイエスのことがよくわかっていなかったからなのだと気づいて、その人は絶望から脱出しただけではなく多くの絶望にだまされ人生がだめになる、狂っていく人々のために立ち上がりました。それで伝道者になりました。そのような絶望の人間が世の中に光を放つ伝道者に変えられました。イエスの前では絶望はありません。その人の名前がサンダー・シングという有名な伝道者です。そんな話はいくらでもあるのではないでしょうか。小さいおあかしで言いますとここに立っているこの者がそのあかしです。私もあるときまったく自分の人生に希望が見出せませんでした。どこかわかりませんが、誰かがそう言っているわけではないのですが、人生の一番暗い狭いコーナーに追い込まれてどうしようもない状況でした。イエスの前でそれは全部吹っ飛んでいきました。人々は人の目で、人の基準からいろいろな判断をします。いろいろな評価をします。それに惑わされないでください。だれが何と言おうがイエスの前では絶望はありません。聖書にもそのような人物がたくさん紹介されています。パウロがその代表的なケースです。パウロはイエスを信じる人を殺し迫害するために立ち上がっている者でした。だから、クリスチャンから見たときには「あのひとはもうだめだ。希望なんかない」と見ていたでしょう。それにもかかわらず、イエスさまが恵みを持って彼に訪れて来たときに彼の人生は変わりました。サウロがパウロに変わったのです。イエスの前では絶望はありません。韓国でも昔、その町で「あの青年を見かけたら、とにかくすぐさま違う道を選びなさい」と言われていた青年がいました。遠くからその人だと思われる人を見かけたときには別の道を選んで避けていました。それほどいつも喧嘩ばかりをし、チンピラみたいなやくざで悪ふざけな人間でした。町のすべての人が警戒するような人間でした。希望などないでしょう。みんな「あの人はこれからどうなるのだろう」と心配していたと思います。イエスさまと出会いました。イエスの前では絶望はないということをしっかりわかっているある長老さんに会いイエスさまのお話を聞き人生が変わって、韓国全土が福音化されることのために先頭に立って働く伝道者になりました。絶望はありません。昔、朝鮮戦争のとき、ある牧師先生の息子二人が北朝鮮の兵士に撃たれて死にました。二人がいっぺんに死なれてその親の気持ちはどうだったでしょうか。その後、息子二人を銃で殺した兵士が捕まりました。そして、その先生のところに連れてきて「先生の好きなように勝手にしてください」と言われました。そのとき先生は「イエスの前では絶望はない。どのような状況、どんな人間でも、もしイエスの前に立つのであれば絶望はない」とわかっていた先生なので彼らをイエスの愛を持って許し、彼らにイエスの福音を伝え養子に受け入れました。自分の息子を殺した二人の北朝鮮の兵士がその牧師の息子になり、そののち伝道者として残りの生涯を歩きました。敵でさえイエスの前では絶望はありません。だから、死んだ人が生き返ったというのは、これからもだれでも死ぬとイエスの名を呼べば皆生き返る、という意味ではありません。死の力でさえイエスの前では無力なのです。世の中にイエスの前で絶望になるような怖いもの、敵は存在しません。私たちはつい、皆さんのまわりの未信者を見るときにも、特に信徒の中の同じ兄弟姉妹を見るときにも、今現在の状況や今の状態を見て私たちが祈りの課題にするのはよいのですが、それで人間的な評価や判断をし、希望を見失い絶望感を持ち、そのような目、態度で接することはいけません。これがメッセージです。しかも自分自身のことはもちろんです。多くの人が自分自身に対して自信を失い、それが謙虚、あるいは正直のように思う傾向があります。特に先進国に行けば行くほどあります。そのような教育なので。それは普通の常識のときにはよいでしょうが信仰にはそうではありません。どういう状況でも、どのような人間でもイエスの前では絶望はありません。イエスは死の力も震える方、言葉を変えるとイエスは世の中には例のないキリストだからです。イエスはキリストです。いのちの根源である神様ご自身であり、すべての死の力によって人生を狂わせている運命の呪いの力を全部打ち砕くことができるキリストです。そのすべての原因となるのが罪なのですが、罪を身を持って身代わりとして犠牲のいけにえになられ、その罪を全部清め解決された唯一の方です。イエスの前で治らないもの、変えられないもの、希望に変えられないものは存在しません。イエスの前で絶望はありません。考え方、見方を変えてください。それが聖書のメッセージです。ですから、どんな状況、このような最悪の絶望的な状況であっても、それは人の判断であって最悪の状況、死の力でさえ逃げ去るキリストであるイエスの前に立って、そのイエスを信じることさえあれば絶望はありません。絶望は終わりです。大げさな何かではなく、このイエスを信じることさえあれば。神様は人間に向かって他のことはおっしゃいません。主イエスを信じなさい。何が世の中の人を絶望に引き落としているのでしょうか。暗やみの力です。残念ながらクリスチャンである私たちの心、気持ちも暗くして希望のない方向に、否定的な方向に引っ張っていく力があります。イエスを信じているのにもかかわらず。それは自分が信じているイエスさまが死の力も震えて逃げ去るキリストだということがよくわかっていないからです。皆さんが信じているイエスさまはキリストです。そのイエスを信じることさえあればイエスの前に絶望はありません。これが第１のメッセージです。覚えていてください。よく深く考えてみてください。私たちの考え方や自分の考え方のカラーなどはどうなのか。これでいいのか。

それから、それに続けて第２のメッセージは何が絶望なのか、本物の絶望はこの信仰がないことが絶望です。状況が絶望ではありません。私たちが障害を抱えているから絶望ではありません。先週も申し上げましたように何か大変な問題を抱えていても問題はそれをどう思うのかということです。皆、絶望的に思うのではないでしょうか。精神的な問題があれば特に自分で自分のことをそのように思います。また気がおかしくなって自分でなければ周りの人のせいにしてしまいます。それも全部、絶望的なカラーです。なぜかというとイエスの前に絶望はないということを知らないからです。本当の絶望は希望の中の希望であるキリストであるイエスを信じる信仰が欠けてしまうこと、これこそ絶望です。そこにはそれ以上希望はありません。イエスはターミナルコースです。それ以上はありません。ぜひ覚えてください。世の中が言っていることとはまったく違う話です。東北大震災が絶望ではありません。イエスがキリストであることを知らないことが絶望です。ですから、それを知らせる責任が私たちにはあるのではないでしょうか。世の中の人、神を離れて生きている全人類は身分の上下、財力豊富、貧困、いろいろな差がありますが、そういう意味では全人類は状況に屈服し、操られ、ひざまずいている人生と言えるのではないでしょうか。それによってその人の希望、絶望などが左右されるような人生を送っています。そこから脱出しないといけません。イエスの前で絶望はありません。状況ではなくそのイエスさまを正しく知り、信じるか信じないかがその分かれ目になるということを心に刻んでください。今日の聖書を見ていてもイエスさまがそこにいて、イエスさまの方から正しい真理のメッセージを語っているにもかかわらず、彼らは頭が世の中のものに固まっているためそれが聞こえてきません。状況に屈服しています。絶望に敗北しています。それで彼らは泣いて、泣いて、悲しんでばかりでした。それから、イエスさまがおっしゃられるとあざ笑っていました。それが絶望です。今、息を引きとり遺体となっているお嬢さんの状況が絶望ではなく、イエスがそこに来ていらっしゃるのにイエスがだれなのかわかっていないまま、悲しみに捕われ、涙に捕らわれ、その苦しみに捕らわれ、それからイエスさまのことをあざ笑うようなことは全部同じです。そちらのほうが絶望です。ぜひ覚えてください。私たちに負けはありません。だから、どのような状況、どういう環境でも必ず希望を持って勝利できる、勝利の最高の武器、最高の秘密は人が助けてくれることではありません。ありがたいことですがどこかが援助してくれることではありません。人生、絶望に捕らわれないで希望の勝利の道を歩む最高の鍵はイエスを信じる信仰です。なんと感謝でしょうか。イエスの前で絶望はありません。本物の絶望はイエスを信じる信仰が欠けていることです。人生、絶望を振り払い、打ち砕いて希望の勝利の人生を体験し味わって歩いていくための最高の鍵はイエスをキリストとして信じる信仰を持つことです。信仰が鍵です。信仰さえあればよいのです。結局、問題は状況ではなく、その状況に惑わされてイエスを逃してしまう、イエスを信じる信仰を逃してしまうことが問題です。それは今のクリスチャンでも同じです。あとで申し上げますがクリスチャンは本当はもう終わって希望にあふれる人生を積極的に歩いていくべきなのに、いまだに絶望と格闘して、いろいろな絶望の要素と格闘しながら遊びながら付き合っていて、ふらふらしながら空回りばかりしています。それは状況のため、だれかのためではありません。クリスチャンなのにイエスを逃しているのです。皆さんの心の中が悲しい気持ち、不安な気持ちになるのは不安にさせるようなことがあるからではありません。その不安を全部払拭して吹き飛ばすイエスを逃しているからです。それを悔い改めなければいけません。イエスを信じる信仰がどこかでだめになっている、それに傷がついているからそのような現象が起きるだけです。イエスを回復し、キリストを回復して、それを信じる信仰を回復しなさいと言うサインです。それが鍵です。私たちはついつい、「いつなら状況が変わるのだろう。いつなら希望が見込めるような状況になるのだろう」とこればかり期待しているのですが、イエスを握っていてそれが、変わることもあるし、変わらなくても神の国を突き進んでいくようになります。イエスを信じる信仰です。でも、ほとんど残念ながらクリスチャンの方々と話してみるとこれがこのように整理されていません。「イエスさま、信じます」と言いながらも一生懸命聖書を読んで神様にお祈りをささげているのですが、何かがあるたびに状況に屈服してしまいます。状況に操られています。そうされているかどうかも気づいていません。ほぼ本能的にそうなります。だから、慎んでメッセージをしっかりと心に留め、そうでない古き自分自身を早く捨て、振り払ってください。絶望はありません。不信仰が絶望です。死の陰の谷を歩いていても絶望はありません。濡れ衣を着せられ奴隷になって刑務所に入れられたとしても、だれにも訴えるところがなく、四方八方を塞がれている状況であっても、絶望はその状況から与えられるものではありません。イエスを信じる信仰を失うから絶望です。イエスはそのすべての状況に打ち勝って、はるかに優るキリストです。イエスを上回る敵、怖いもの、力などは存在しません。それがイエスがキリストという意味です。神様が皆さんに言いたいことはこれだけです。たくさん聞いてわかっているように思うでしょう。皆さんに絶望はないはずです。具体的に、実際的に「イエスはキリストです」という一言の中に全部入っているから、これが心から本当の意味で告白できていないからが問題です。回復しましょう。そうすると私たちは自分自身、周りに人を見るときにも言い方が変わります。人間的に良い悪いと判断しません。すべての状況、すべての人にイエスの御名で希望を持ってぶつけるのです。結果がどうなるかは神の御手にあります。私たちはすべてにイエスを伝える限りは、イエスを持ってぶつける限りは希望を持ってぶつけます。これが伝道です。それで変わらなかったとしても、その人と神様の問題です。その人がイエスを信じないからです。本当にイエスをキリストとして信じて受け入れる人であれば、さきほど申し上げましたようにどのような最悪な状況、最悪な状態、絶望的な状態、状況であっても必ず変えられるようになります。イエスは死の力も吹き飛ばす方です。
最後のメッセージです。このようなイエスさまが今私たちが信じている、救い主として告白しているイエスさまです。このときのイエスさまと今も明日も永遠に同じです。特にイエスさまがよみがえられたあとは同じです。ですから、そのイエスを信じている私たちは生きている者、生かされている者です。それはどういう意味なのかと言うと聖書に書いてあるとおりにみなさんの状況や気持ちがどうであれこのイエス・キリストである死の力も震えるイエスを信じて心に受け入れたクリスチャンの人々は死からいのちに移っている者です。ヨハネの５章２４節にあるように。それからエペソ２章１節～５節にあるように、自分の罪過と罪の中に死んでいた私たちをキリストとともに生かして、それは恵みによってキリストともに生かされてと言われています。イエスを信じる皆さんは状況などに惑わされないでその前に生きている者です。生かされている者です。言葉を変えるといのちを与えられている者です。皆さん、イエスを信じるというのはイエスがこれほどすごい方であるがゆえに、イエスを信じる自分が生きている者、いのちある者であること、この意味、この祝福の大きさがわかる、それが信仰生活です。それが神を敬うということです。「そうだ。イエスはすごい方。神様は私にすごいことをなさったのだ」２部の礼拝でそれをもっと細かく申し上げます。神学的にイエスを信じる人は今たとえ死の陰の谷を歩いているとしてもその人には暗やみの力はありません。暗やみから光へと移されている者、導きいれられている者なのです。光の中を歩いているということを覚えていてください。第１ペテロ２章９節に書いてあります。イエスを信じる自分はこのような存在です。それを一言で言いますとローマ８章２節に書いてあるように「死と罪の原理から解放されている者」です。もっとわかりやすく言うと悪いこと、不幸なことなどは一切無くなってありません。だまされるだけであって、実はありません。光と暗やみは共存できません。いのちと死は一緒にいられません。死の力を打ち砕くイエスを信じる者はいのち与えられて生きている者です。それを違う言葉で申し上げると「心の貧しいものは幸いです。イエスを信じる者は幸いです。その人は天の御国を所有しているから」です。イエスを信じる者はイエスがキリストで死の力を吹き飛ばす方なので、いのち与えられそのいのちは天国と言うわけです。神様が聖霊をとおしてその人の中に入ってその人を住まいにしてともにおられる、だからその人を神殿と呼ぶようになります。イエスを信じて何かを頑張ってからではなくイエスを信じることによってその瞬間です。皆さんの考え方が変えられないというのは残念であって、そうでなくてもイエスを信じて受け入れた途端に、私たちは根本からすべてが変えられるようになります。死からいのち、暗やみから光へとすべての罪と死の原理から解放されて、つまり、悪いすべてから解放されています。それなのについつい悪く考えるでしょう。それはだまされるだけです。つまり、イエスを信じる信仰を逃しているからです。天の御国を所有しています。地獄は一緒にいられません。サタンの王国は皆さんと一緒にいることができません。天国を所有している者です。皆さんの顔を見ると全然うれしい顔ではありません。３億円の宝くじに当たったほうがずっとうれしいでしょう。その調子では時間がどんなに経ってもこんなに素晴らしいものなのにそれを経験することはなかなか難しいです。そうすると葛藤になります。未信者であれば別なのですが、未信者でもなく、すごく祝福されている者なのに全然知らないと何かぐちゃぐちゃしてしまいます。はっきりわかってください。はっきりと告白し感謝して喜んでください。
そういう意味でクリスチャンの一番の特徴、祝福は感謝です。何もやったことはないのにただイエスさまを信じることによってこれほど生きた者になっている、それを違う言葉で言うとイエスを信じていない世の中のすべての人は死んでいるのです。刺身は日本と韓国以外ではほとんど食べないようです。最近、中国へ行ってもバイキングのときに隅の方にちょっとだけ刺身を置いてあったりしますが、中国もアメリカも本来は刺身など食べません。衛生的にも栄養の面においても少しボイルしたほうがよいようです。刺身を食べるときに死んでいるものを刺身にするのと、生きてピンピンしている魚を刺身にするのとどっちが良いでしょうか。私たちは生きている者です。皆さん、肉体的に考えてまだお墓の中に入っていないとみんな生きていると勘違いしているでしょう。私たちは罪と罪過の中に死んでいたものです。死体と同じです。全人類が、すべての人は罪を犯したので、神の栄誉が遮断されている状態です。水が流れないでストップされると腐ってものすごい数のばい菌や虫が発生するのと同じような状態になりました。すべて罪を犯して神からのすべての祝福といのちの流れが絶たれてしまったのでそのような状況になりました。それが運命の力であり、その中で様々なトラブルに遭わせられるのです。そのような人生を歩いていた、最終的には地獄に落ちるしかない運命に捕らわれていた私たちがそこから引き上げられて生きた者になったというのはそういう意味です。そのすべてが清められ吹き飛ばされていのちあるものです。もちろん何かの災害で皆死んでしまい、戦争に行って皆死んで私一人が生き残った場合、映画などでは人間的には皆死んだのに私一人が生き残って罪悪感が残るというストーリーがありますが、そのようなぜいたくな話ではなく、皆死んで私一人が生き残っている、あるいはありえないでしょうが皆死んでいるのに私だけが死人の中からまた生き返った、その喜び感激が私たちには必要です。イエス・キリストを信じる者は生きている者です。聖書には死んだ者のように眠っている人のようにしないようにと言われるでしょう。違うのですから。あなたがたの中には天国があり、あなたがたの中に聖霊がともにおられる、あなたがたの中には総理大臣にもオバマ大統領にもない、ビル・ゲイツの中にもない聖霊様がともにおられいのちがあり、あなたがたは神殿と呼ばれる存在です。なぜでしょうか。イエスが死の力も吹き飛ばすキリストだからです。死の反対は何でしょう。いのちです。だから、生きている者の希望、これからの希望、希望しかありません。生きているから。このいのちの祝福、力が現れることに対しての希望、期待、それが全部です。それに思いを全部集めて集中しないといけません。生きた者ですから。世の中の人とどう違うかと言うと私たちの中にはいのちがあり、聖霊がともにおられます。天国を持っています。それを一番大きくピックアップし、そこに当たらないといけません。肉体的ないろいろなことはあとにして、私たちが生きた者であれば、生きている一番の特徴を強力に主張しないといけません。「そうです。植民地です。私は病気です。弱い者です。過ちもあります。弱さもあります。そして、貧乏かもしれません。能力もあまりありません。それにもかかわらず私はあなたとは違います。いのちがあります。聖霊がともにおられます。天国を持っています。だから問題ない。この天国にこだわります。聖霊の力にこだわります。この一本に絞ってこだわります」これが生きた者の特徴であり、生きた者の生き方で、行いの全部です。何回も申し上げましたように５０兆円のブラックカードを持っていてもそれ以上の者なので何事にもこだわらないでカードにこだわればよいのです。聖霊、創造の神様、天国を持つようになりました。結果としてどのような展開になるかは神様がなさることなので神に任せておいて私たちは聖霊にこだわり、生きた祝福にこだわって違いを楽しむ素敵な人間にならないといけません。ネスカフェのコマーシャルのキャラクターよりは格好良い人間にならないといけません。違いを一番に強調して、それに魅了され、それにはまり、それに連れられていくような、オンリー聖霊、オンリーいのちの力、オンリー天国の祝福が時刻表によって現れると病気が治る場合も、死んだ人が生き返る場合も、病気が治らない場合もありますが、必ず世の中では真似できない、暗やみの王国が砕かれて神の国が必ず臨まれるようになります。それが答えであり私たちの目標です。地上の国がどれほど成長するのか、繁栄するのかなどは私たちのテーマではありません。結局は皆、死の力の前で屈服してしまうようなものなので、私たちは地上のものではなく天の御国が臨まれて進んで行くように、それがまず皆さんの中に臨まれます。それが生きた者です。なぜでしょうか。イエスは死の力も屈服するキリストだからです。死の反対、いのちの祝福をいただいています。なんと幸いでしょう。
まとめます。先ほども申し上げましたようにこれからある意味努力しましょう。人を見るときに兄弟、クリスチャンはもちろん、未信者を見るときにも人間の基準で勝手に判断しないようにしてください。「あの人はもうだめだ」としないように。それは「イエスさまを知りません」と言うことと同じです。皆さんが未信者であれば別にかまいません。イエスを信じて死体と同じような皆さんがいのちを得たのではないでしょうか。私はよく考えてみると私のような可能性のない人間がこうなっているのに可能性のない者はありません。

イエスがいらっしゃるから、イエスがキリストだから、いつも希望を持って人に接するように。問題のある人、可能性のない人でもみんな祝福として見てください。その人が受け入れるかどうかはその人次第で私たちはそのような見方で見てください。周りから不思議だなと思われるくらいに。と同時に自分自身に対して、また周りの状況などを見ながらどっちに転ぶかなどは関係なく、死の陰の谷を歩くようなことがあっても私たちの頭の中で絶望的な考え方、そのカラーは一切退けるようにしましょう。それがどんなに事実に基づいた事実であっても、それが絶望の方、暗い方向に持って行くものは退けてください。そのような戦いを真剣にしてください。なぜでしょうか。イエスがいらっしゃるから、イエスがキリストだからです。それは今申し上げた二つは結局はそれが絶望的だからではなくイエスを忘れるからなのです。別の言葉で言いますと結論としてイエスを絶対にできるだけ忘れないようにすることです。皆さんが生きている中で、生活の中で他のことを適当にしても良いという意味ではありません。でも、重みとして一番大事にすべき内容がイエスを信じる信仰を第１にしていただきたいということです。状況がどうなるか、こうなるかではなく、人が良いか悪いかではなく、自分がイエスをキリストとして信じる信仰、それを何より一番先に、一番大事にしてください。皆さんの一番大事なものは何でしょうか。イエスを信じる信仰です。一番先に取り出すようにしてみてください。必ず変わって証拠が現れるようになるし癒されます。
それから、そうしてもサタンはひっきりなしに攻撃をしてきます。私たちがこれをクリアするとその次に神の国が展開することがよくわかっていて恐れているので、私たちがそこまで行かないようについつい、とにかくイエスを忘れるように状況の奴隷になるようにサタンはだましています。いろいろなことをとおして不安、恐れなどをもって押しかかってきます。どんな不安、恐れでもイエスの御名によってそれを退けてください。それは私を襲うことはできないとイエスの御名を味わってください。戦ってください。そこに聖霊の力が現れます。やってみてください。ましてや未信者の中でもイエスの前で希望があるとすれば、今イエスを信じている私たちは希望だらけです。何もかも全部希望です。悪いことは一切ありません。イエスより強いものはないからです。それをメッセージとして、結論として覚えてください。
これから、私たちの周りに絶望の中に陥っているたましいに希望の光を照らすように祈りましょう。また、自分自身が状況に屈服しないでそれを乗り越えることができる希望の祈りをしっかりと味わうようにしていきましょう。

〈お祈り〉
愛する天の父なる神様、私たちにイエスさまを送って、また信じて受け入れることができるようにしてくださった恵みに感謝いたします。今日のメッセージをとおして私たちの見方、考え方が変わるようにしてください。イエスを信じる信仰を中心にして、希望にあふれるクリスチャンになるように。そして周りで絶望に陥っている人々が見て私たちの方に近づいて寄ってくることができるほど、希望のオーラにあふれるクリスチャンになるように、今日からイエスを御名によって約束を握って聖霊充満の祝福に絞って祈ることができるように、希望にあふれる期待を持って聖霊充満の希望を持って祈ることができるように祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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